
Fortune 500の1社であるInsightは、世界170ヶ国の企業にテクノロジソ
リューションを提供しています。今日、Fortune 500の80%以上を含む数
千社のクライアント企業が、Insightのテクノロジソリューションを選択し、
導入および運用してビジネスに役立てています。Insightでは、ソフトウェ
アおよびライセンスサービスをグローバルに展開し、ハードウェアや付加価

値サービスを含む包括的なソリューションを北米およびイギリスのクライアント企業に提供しています。

課題：世界最大のソフトウェア再販事業者であり、48億ドル以上の収益を誇るInsightの売上高は、1
日あたり平均で数百万ドルに上ります。この売上高は、大量のトランザクションを処理するInsight.
comおよび社内システムを支えるSOAベースの本番環境に実現されています。平均的に、各トランザ
クションは、Insightの分散された本番環境におけるシステムを少なくとも8つ使用して処理されるため、
パフォーマンス管理は複雑なものとなり、その重大性は増す一方でした。 

「当社は、分散化された本番環境で大量のトラフィックを処理しています。トランザクションを処理す
る上では、複数のシステムが使用されるので、
すべてをまとめるのは困難でした」とInsight.
comの Lead DeveloperであるKeith Marshall
氏は述べています。「dynaTraceを導入する以
前は、平均値やサンプルをパフォーマンスデー
タとして利用していました。しかしながら、こ
れでは実際に発生する異常値を把握すること
ができません。このため、根本原因を見つけ
ることは困難であり、不可能にすら思われま
した。」 

「dynaTraceを導入する前は、問題の特定や根
本原因の調査は、複雑で冗長的なものでし
た。」Marshall氏は続けます。「本番環境で問
題が発生した場合は、その問題の前後の状況
を示す情報を収集していましたが、それには長い時間を要しました。データを収集する労力に加えて、
データが様々な形式で提供される点も作業を困難なものにしていました。このような状況が、有用な
情報を取得するプロセスをさらに長期化させていました。」

ソリューション：様々なソリューションを精査した後、Insightは複雑な本番環境を24時間365日モニ
タリングし、トランザクションレベルで可視化し、パフォーマンス診断を行うことができる唯一のソ
リューションとして、dynaTrace Production Editionを選択しました。dynaTraceの次世代APMプラット
フォームとPurePathにより、Insightの本番運用担当、アーキテクト、開発担当は、フレームワークとデー
タセットを共有し、パフォーマンス問題を迅速かつ効率的に特定、診断、解決できるようになりました。
「PurePath」とは、特許を取得したdynaTraceのテクノロジで、全てのトランザクションを全ての階層
で監視し、詳細なデータ取得を可能にします。

結果：Marshall氏は、複数層にわたる本番環境において、dynaTraceがトランザクションを24時間
365日トレースできる点を特に評価しています。「dynaTraceを利用することによって、非常に複雑な環
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「dynaTraceを導入する以前は、平均
値やサンプルをパフォーマンスデータ
として利用していました。しかしなが
ら、これでは、実際に発生する異常
値を把握することができません。こ
のため、根本原因を見つけることは
困難であり、不可能にすら思われま
した。」
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「dynaTraceを利用することによって、
非常に複雑な環境におけるトランザ
クション処理を、リアルタイムでモニ
タリングしキャプチャできるようにな
りました。今では本番環境が完全に
可視化され、ボトルネックを迅速かつ
簡単に特定できるようになりました。」

「POCだけでも、18のボトルネック
が見つかりました。以前は、当社の
サイトパフォーマンス低下の原因を
見つけることができませんでしたが、
dynaTraceを利用することにより、す
べての異常値を迅速に特定すること
ができるようになりました。」

「EWS（Early Warning System）に問
題が発生すると、マネジメントは、最
初に、dynaTraceがどのように判断し
ているかを尋ねてきます。」

「弊社のベースとなるコードには、頻
繁に再利用される複雑なオブジェク
トが含まれていました。それらは再
利用頻度が非常に高く、パフォーマ
ンス問題を引き起こしていました。
dynaTraceがもたらす可視化により、
問題のあるオブジェクトをよりシンプ
ルなものに再設計することができま
した。」

「dynaTraceの PurePathデータを詳
しく調べた時、問題箇所がデータベー
スにあることがすぐにわかりました。
PurePathが提供する情報がなけれ
ば、原因が判明するまでにもう2～
3日を要したでしょう。」

「dynaTraceを利用することにより、
以前であれば 30分以上、議論を重
ねた末にたどりついた結論を、数秒
のうちに入手することができます。し
かも、その根拠となる情報を文書で
提供してくれます。アプリケーション
のダウンタイムが 30分続いたとする
と、収益の減少、機会損失の拡大、
企業評価の低下により、数百万ドル
もの損失を招くことになります。」

「本番環境のミッションクリティカル
なトランザクションに関する情報を
リアルタイムで提供できるというこ
とは、とても素晴らしいものです。
dynaTraceは簡単にカスタマイズする
こともでき、24時間 365日、私の
仕事をサポートしてくれます。」

「本番環境における多くのプロセスを
自動化でき、スタッフを追加せずに
より多くの作業をこなせるようになり
ました。dynaTraceは、すべてを一
度に見渡すことのできる仲間のよう
な存在です。」

境におけるトランザクション処理を、リアルタイムでモニタリングしキャプチャできるようになりました」
とMarshall氏は述べています。「今では本番環境が完全に可視化され、ボトルネックを迅速かつ簡単
に特定できるようになりました。」

Insightの最初の検討ではPOC（Proof Of Concept）が行われました。その際、dynaTraceは簡単にイ
ンストールすることができ、その日のうちに成果が出始めました。「POCだけでも、18のボトルネック
が見つかりました」Marshall氏は続けます。「以前は、当社のサイトパフォーマンス低下の原因を見つ
けることができませんでしたが、dynaTraceを利用することにより、すべての異常値を迅速に特定する
ことができるようになりました。」

プロアクティブな早期アラートシステム：dynaTraceを利用することにより、Insightはよりプロアクティ
ブなパフォーマンス管理を行うことができるようになりました。「当社がよく利用するのは、システム
をモニタリングしてアラートを生成し、問題をコントロールする機能です」とMarshall氏は述べていま
す。「マネジメントは、この機能に非常に関心を持っています。」Marshall氏のチームは、このアラート
機能を使って「Production Early Warning System」を構築しました。このシステムでは、トランザクショ
ンタイムが長い場合や、その他の主な測定指標が異常値を出した場合に、アラートを生成し、問題
の影響拡大を未然に防止します。「EWS（Early Warning System）に問題が発生すると、マネジメントは
最初に、dynaTraceがどのように判断しているかを尋ねてきます」とMarshall氏は述べています。

短期間でパフォーマンスを改善：dynaTraceを導入する前は、Insightのエンジニアはログの相関関係を
調べてたり、様々な手作業により、パフォーマンスの改善を試みていました。しかしながら、このよ
うな作業は時間がかかるだけでなく、改善されるパフォーマンスも1か月で100ミリ秒に過ぎませんで
した。「本番環境でdynaTraceを利用し始めて数週間の間に、システムを完全に可視化することができ、
10秒以上のパフォーマンス改善を達成できました」とMarshall氏は述べています。

コードの効率化を推進：「弊社のベースとなるコードには、頻繁に再利用される複雑なオブジェクトが
含まれていました。それらは再利用頻度が非常に高く、パフォーマンス問題を引き起こしていました」
とMarshall氏は述べます。「dynaTraceがもたらす可視化により、問題のあるオブジェクトをよりシンプ
ルなものに再設計することができました。」dynaTraceによって実現されたコードレベルの可視化によ
り、Insightはシステムの大部分を再設計し、冗長なSQLコールなど、非効率な箇所を削減していきま
した。これらの取り組みにより、コール当たり500ミリ秒の短縮を実現しました。

製品データの場合、何らかのシステムがデータ
ベースに接続している時には、特にわずらわし
いものでした。「異常を示すような反応はなく、
どこも悪いようには見えませんでした。」Marshall
氏は続けます。「トランザクションタイムが非常に
長くなっている理由を見つけるのは困難を極めま
した。」そこで、Insightは、dynaTraceのデータベー
スコール機能を使い始めました。「問題は、呼び
出されるSQL Serverにありました。」Marshall氏
は説明します。「dynaTraceのPurePathデータを
詳しく調べた時、問題箇所がデータベースにあ
ることがすぐにわかりました。PurePathが提供
する情報がなければ、原因が判明するまでにも
う2～ 3日を要したでしょう。」

PurePathのもう一つの価値は、情報の文書化にあります。「dynaTraceを利用することにより、以前で
あれば30分以上議論を重ねた末にたどりついた結論を、数秒のうちに入手することができます。し
かも、その根拠となる情報を文書で提供してくれます」とMarshall氏は述べています。「アプリケーショ
ンのダウンタイムが30分続いたとすると、収益の減少、機会損失の拡大、企業評価の低下により、数
百万ドルもの損失を招くことになります。」

dynaTraceが24時間365日、システムの監視を確実に行ってくれることで、Marshall氏とチームのメン
バーは、日夜を問わずシステムに掛かりっきりということもなくなりました。「本番環境のミッションク
リティカルなトランザクションに関する情報をリアルタイムで提供できるということは、とても素晴ら
しいものです」とMarshall氏は述べています。「システムが24時間365日稼働していることにも満足
しています。チームメンバーにも休息は必要ですし、システム監視以外の仕事をしなければならない
こともあるので、dynaTraceの存在は私たちに安心感を与えてくれます。dynaTraceは簡単にカスタマ
イズすることもでき、24時間365日、私たちの仕事をサポートしてくれます。」 

そして、dynaTraceの導入により、Insightは限られたリソースで多くの成果を達成することができました。
「本番環境における多くのプロセスを自動化でき、スタッフを追加せずにより多くの作業をこなせるよ
うになりました。」最後にMarshall氏は述べました。「dynaTraceは、すべてを一度に見渡すことので
きる仲間のような存在です。」
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